
平酌8年度鉾計弼総額は263憶6，901万円
一般会計予算総額は115億7，000万円

一スマートシティ都留一

「個性輝く創通社会」
「持続前駆な定輪社会」

「互恵・共生社会」
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わかりにくい用語の説明

撮∴＜
※地方交付税

市がその創意と責任において、

地域住民の福祉の向上のために必

要な財源を、国がある一定のルー

ルに基づいて交付し、使い道が特

定されないもの。

※国庫支出金

市が支出する経費について、国

が負担交付“補助するもので、使

い道が特定されているもの。

※市債

市が事業を行う際、一時的に多

くの費用が必要とされるとき、こ

れを国などから借り入れ、将来に

わたり税収などをもって返済して

いくもの。

3
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
平
成
1
8
年
度
の
当
初
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、
一
般
会
計

外
1
4
特
別
会
計
及
び
水
道
・
病
院
事
業
会
計
の
2
企
業
会
計
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
o

我
が
国
の
経
済
は
、
緩
や
か
な
回
復
を
続
け
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
に
向
け
た
着
実

な
進
展
が
見
込
ま
れ
て
は
い
ま
す
が
、
国
は
「
小
さ
く
て
効
率
的
な
政
府
」
の
実
現
に
向

け
、
こ
れ
ま
で
の
歳
出
改
革
路
線
を
堅
持
・
強
化
す
る
た
め
に
、
三
位
一
体
改
革
を
更

に
進
め
て
、
総
人
件
費
改
革
、
医
療
制
度
改
革
、
特
別
会
計
改
革
な
ど
を
推
進
し
、
歳

出
の
抑
制
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
地
方
財
政
全
体
で
は
、
国
の
歳
出
の

見
直
し
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
定
員
の
純
減
や
給
与
関
係
経
費
、
地
方
単
独
事
業
の
抑
制

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
歳
出
は
対
前
年
度
比
1
・
2
％
の
減
と
す
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
引
き
続
き
財
源
不
足
の
状
態
に
あ
り
、
地
方
全
体
で
の
借
入
金
残
高
は
、

平
成
1
8
年
度
未
に
お
い
て
2
0
4
兆
円
と
な
る
見
込
み
で
、
今
後
、
そ
の
償
還
負
担
の

増
加
や
社
会
保
障
関
係
経
費
の
自
然
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
今
年
度
予
算
は
、
国
の
施
策
を
十
分
に
踏
ま
え
、
中
・
長
期
的
視

野
に
立
っ
た
健
全
な
財
政
運
営
を
第
一
に
、
第
5
次
長
期
総
合
計
画
に
掲
げ
た
、
2
1
世

紀
に
お
け
る
本
市
の
将
来
像
と
す
る
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
都
留
」
を
目
指
し
、
真
に
必
要

と
さ
れ
て
い
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
的
確
に
把
握
す
る
中
で
、
本
市
の
特
色
を
活
か
し
た

魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
、
「
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
」
に
示
さ
れ
た
8
つ
の

分
野
を
柱
と
し
て
、
計
画
に
基
づ
い
た
事
業
を
重
点
的
に
盛
り
込
み
な
が
ら
編
成
し
ま

した。

一
般
会
計

1

1

5

億

7

、

0

0

0

万

円

一
般
会
計
は
、
基
本
的
な
市
行
政
を

行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

歳
入
で
は
、
全
体
の
0
0
・
3
％
を
占

め
る
市
税
が
3
5
億
9
8
8
万
9
千
円
で

対
前
年
比
2
・
1
％
の
増
、
地
方
交
付

税
は
、
2
6
・
3
％
を
占
め
5
0
億
3
、
1

4
3
万
4
千
円
で
対
前
年
比
1
0
・
5
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
総
務
費
が
1
2
億
4
、
2

4
6
万
1
千
円
で
対
前
年
比
1
・
4
％
の

増
、
民
生
費
が
飾
億
9
、
3
0
3
万
5

千
円
で
対
前
年
比
3
・
9
％
の
増
、
衛
生

艶
が
対
前
年
比
1
6
・
7
％
の
増
、
商
工
費

が
0
・
4
％
の
減
、
農
林
水
産
業
艶
は
対

前
年
比
和
・
9
％
の
減
、
公
債
質
は
、
1
6

億
1
、
8
9
7
万
8
千
円
で
対
前
年
比

1
6
・
8
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

1
1
4
億
5
、
3
9
5
万
4
千
円

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う

た
め
に
一
般
会
計
と
区
別
し
て
経
理
す

る
会
計
で
、
事
業
収
入
の
ほ
か
、
国
・

県
支
出
金
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

な
ど
を
主
な
財
源
と
し
て
い
ま
す
。
次

の
1
4
会
計
が
あ
り
ま
す
。

都
留
文
科
大
学

2
4
億
9
、
5
0
0
万
円

国
民
健
康
保
険
事
業

2
8
億
7
、
3
1
0
万
5
千
円

簡
易
水
道
事
業

3
億
1
、
9
1
5
万
1
千
円

住
宅
新
築
流
会
等
貸
付
事
業

9
6
4
万
9
千
円

老
人
保
鰹

2
7
億
4
、
3
8
9
万
8
千
円

下
水
道
事
業

1
0
億
5
、
2
6
9
万
5
千
円

温
泉
事
業

1
億
3
、
2
5
9
万
3
千
円

介
護
保
険
事
業

1
7
億
8
、
3
0
2
万
8
千
円

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

2
、
8
6
0
万
1
千
円

5
つ
の
財
産
区
等

1
、
6
2
3
万
4
千
円

企
業
会
計

3
3
億
4
、
5
0
5
万
6
千
円

会
計
処
理
に
は
企
業
会
計
の
原
則
が

適
用
さ
れ
独
立
採
算
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業

5
億
8
0
6
万
4
千
円

病
院
事
業

2
8
億
3
、
6
9
9
万
2
千
円


